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■当社グループの対処すべき課題
当社グループは、「お客様起点」「納期と品質」

「スピード」といった基本姿勢を徹底するとともに、
平成16年度より以下の4つのチャレンジ項目を掲
げ、全社をあげて取り組んでおります。

（１）既存ビジネスの徹底した体質強化
設計、開発、製造、営業等のあらゆる場面にお

いて、品質向上、原価低減、スピードアップに取
り組んでおります。ものづくりにおいては、生産
革新運動の全社展開を継続して進めるとともに、
ソフトウェア開発において、総合システム開発体
系「SDAS」の適用を推進することで、品質向上、
原価低減、スピードアップを追求してまいります。
加えて、商談監査を行うビジネスリスクマネジメ
ント室の体制を強化するなど、リスク管理強化に
取り組んでおり、今後も進行基準の適用に向け、
プロジェクトの可視化を進め、管理をより一層強
化してまいります。
また、サーバやストレージ、ミドルウェア等の

製品の差異化を図り、全社で拡販運動を推進する
とともに、システム全体の信頼性を高めたIT基盤
「TRIOLE」の展開を強化しております。併せて、
今後成長の見込まれるアウトソーシングサービス
の一層の拡大を図ってまいります。

（２）新しい事業を創り、育てる
ユビキタス関連市場および海外市場への取り組

みを強化してまいります。ユビキタス関連市場に
おいては、当社の持つ最先端の電子デバイス、プ
ロダクト、ソフトウェア、サービスの連携による
トータルなソリューションの提供により、他社と
の差異化を図ります。海外市場においては、欧州、
北米、アジア・豪州の各地域におけるグループ
会社の機能を見直し、再編を実施いたしました。
IT基盤「TRIOLE」の海外展開を進めており、
“TRIOLE Integration Centre”の英国での設立を皮
切りに、高信頼システムの構築・運用のモデル化
と先進事例の共有をグローバルに推進してまいり
ます。併せて、サーバ事業におけるサン・マイク
ロシステムズ社やマイクロソフト社との提携など、
海外ビジネスの拡大に向けて、グローバルパート
ナーとの戦略提携を進めております。また、電子
デバイス分野においては、平成17年4月に予定し
ている稼働に向けて、最先端技術の90／65ナノ
メートルに対応した300mm大口径ウェハ採用のロ

ジックLSI量産ラインを、計画どおり三重工場敷
地内に建設中です。

（３）フォーメーションの革新
お客様対応のスピード向上およびITライフサイ

クル全体のシームレスなサポートを実現するため、
事業・機能の重複・競合をなくし、お客様にわか
りやすい組織をつくることを基本的な考えとして、
フォーメーションの革新に取り組んでおります。
具体的には、保守サポート体制の強化、ならびに
運用サービスの拡大を図るため、富士通サポート
アンドサービス株式会社の完全子会社化を実施い
たしました。さらに、SE部門と営業部門の組織一
体化を6月に実施し、業種別・地域別の体制へ再
編するとともに、地域SE会社の再編など、地域お
よび中堅企業のお客様対応の強化に向けたフォー
メーションの見直しを順次進めております。今後
も、お客様対応強化とスピード向上を実現するた
め、本体とグループ会社の関係およびグループ会
社間の関係等、フォーメーションの見直しを引き
続き進めてまいります。

（４）マネージメントシステムの革新
当社の制度・仕組みについても見直しを進めて

おります。研究開発については、より事業との関
連を強化するために研究テーマの決定プロセスの
見直しや知的財産権戦略の強化を進めてまいりま
す。また、人事制度についても、社員が能力を最
大限に発揮できる仕組みを実現する改革に継続し
て取り組むとともに、責任の明確化と権限の委譲
などを含めた組織のあり方について見直しを進め
ております。

これらの施策を推進する基本として、当社の目
標、指針、行動規範を定めた「The FUJITSU Way」
の浸透、定着を一層加速するために、7月に経営
会議直属の委員会として「The FUJITSU Way 推進
委員会」を新たに設置し、実行組織として「The
FUJITSU Way 推進室」を設置いたしました。

以上のような課題を不断の努力を積み重ねるこ
とにより解決し、お客様に信頼されるパートナー
となり、豊かで活力のあるネットワーク社会づく
りに貢献できるグローバルな企業としてお客様や
社会から信頼されるよう一層の自己革新を図って
まいります。
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